
  

令和８年４月23日

定点報告（上段：定点当り／下段：報告数）

区　分 疾　　　　病　　　　名 13週 14週 15週 16週 合計

11.80 5.00 2.40 2.80 － － －

59 25 12 14 1,395 2,690 2,570
1.20 0.40 1.60 3.00 － － －

6 2 8 15 224 1,334 2,596
0.33 1.00 1.00 1.00 － － －

1 3 3 3 27 106 104
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 25 104
0.33 0.67 0.67 ­ － － －

1 2 2 0 38 291 240
11.67 9.00 3.67 4.00 － － －

35 27 11 12 273 844 696
3.00 0.67 3.67 3.00 － － －

9 2 11 9 41 54 29
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 47 973
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 478 43
­ 0.67 0.33 ­ － － －

0 2 1 0 14 57 81
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 20 28
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 1 4
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 0 1 0
­ ­ ­ ­ － － －

0 0 0 0 8 16 6

急性呼吸器感染症(ARI)　　(定点当り) 46.80 32.20 32.80 51.00

結核 0 0 1 0 1 6 8

腸管出血性大腸菌感染症 0 0 0 0 0 8 5

E型肝炎 0 0 0 0 0 1 0

つつが虫病 0 0 1 0 1 0 5

レジオネラ症 0 0 0 0 0 3 5

アメーバ赤痢 0 0 0 0 0 0 1

侵襲性肺炎球菌感染症 0 0 0 0 0 2 1

水痘(入院例) 0 0 0 0 0 2 0

梅毒 0 0 0 0 2 2 1

百日咳 0 1 0 0 2 176 5
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ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

　インフルエンザ

県中地域の流行状況

　水痘

【　水痘について　】

 ♦県中地域(特に岩瀬地区)での流行が継続しています。

　水痘とは、いわゆる「みずぼうそう」のことで、ウイルスによって引き起こされる、かゆみを伴う発疹が全身に出現する感染症です。

主に小児の病気で、9歳以下での発症が90％以上を占めるとされています。成人での水痘も稀にみられますが、成人で水痘を発症した場合、水

痘そのものが重症化するリスクが高いといわれています。潜伏期間は感染から2週間程度（10日～21日）です。

空気、飛沫、接触感染によって広がるため、体調管理に留意しつつ基本的な感染予防策が大切です。

全数報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：福島県感染症発生動向調査週報(ＩＤＷＲ)より県中地域分を抜粋しています。
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暖房使用中も


